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（ライフコースアプローチ※） 

※病気やリスクの予防を胎児期・乳幼児期から成人期、高齢期までつなげて考えアプローチする動き。 
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３歳児のむし歯本数別割合 推移            むし歯のない児の割合 

 

おいしく安全に食べる（かむ、のみこむ）ために、口の機能を意識することが大切です。 

まだ歯は生えて 

いない。 

乳歯が 

生えそろう。 

歯の生え方や口の機能の発育には個人差があります。 

歯の生えている状態や、口の機能と食事の形態を合わせることが必要です。 

「口」は食べたり、話したりといった人と人とのつながりのために

欠かすことができない重要な役割があります。口の機能は段階的に

成育し、成人期、高齢期に大きな影響を及ぼす可能性があります。 

(103)



歯肉炎を有する児の割合（令和４（2022）年度）         進行した歯周炎を有する人の割合 

（40歳代） 

妊婦歯科健康診査受診率                 かかりつけ歯科医で定期管理（過去１年以内） 

を受けた人の割合（令和４（2022）年度） 

歯周病は、様々な危険因子があります。 

年齢が40歳以上、性別は男性、BMI※が25以上の肥

満傾向の人、たばこを長い間吸っている人、アルコール

をたくさん摂取する人、１日の歯ブラシが２回未満の人

などは歯周病にかかりやすいことがわかっています。他

にも経済的ストレスや精神的ストレス、飲酒で顔が赤く

なる人などもかかりやすいといわれています。 

※BMI：ボディ・マス指数 

 【体重（kg）】÷【身長（m）の2乗】 

 低体重 ：18.5未満 

 普通体重：18.5～25未満 

 肥満  ：25以上  
参考：歯周病の危険因子とオッズ比 

天野敦雄，「歯科衛生士のための21 世紀のペリオドントロジー

ダイジェスト」クインテッセンス出版株式会社，2015． 
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20本以上歯を有する人の割合                咀嚼が良好だと認識している人の割合 

（令和４ 2022 年度） 

平均で約20本の歯がある人は「食事がとてもおいしい・おいしい」と感じています 

口の機能の維持・向上は、誤嚥性肺炎の予防にも有効です。毎日続けましょう！ 
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・よくかんで食べる習慣を身につける 

・かかりつけ歯科医をもち、定期的にフッ化物塗布を受ける 

・フッ化物利用方法、効果について正しい知識を身につける 

・定期的に歯科検診を受けて、歯周病予防に努める 

・ライフステージの早い段階から、歯周病についての正しい知識を身につける 

・口の機能の低下を防ぐために自分の歯を失わない 

・かかりつけ歯科医をもち、定期的に歯科検診、メインテナンスを受ける 

・口の機能の維持向上や毎日の歯ブラシ（セルフケア）について正しい知識を身につける 

・口の体操やマッサージを行い、口の機能の正しい知識を身につけ、維持・向上に取り組む 

歯と口の健康を通じて、健康で質の高い生活を目指す

という本計画の目的に合致した平成25（2013）年度

の「歯と口の健康週間」の標語「健康は 食から 歯から 

元気から」を、浜松市歯科口腔保健推進計画のキャッチ

フレーズとして引き続き使用します。 

「歯と口の健康週間」の標語は、浜松市内の小中学校生から公募し、最優秀賞のものを採用しています。
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＜非常用持ち出し袋の中に入れておきたいもの＞ 

〇 歯ブラシ 

〇 ウェットティッシュ（口腔ケア用） 

〇 歯みがき剤 

○ 洗口剤 

歯ブラシを入れて 

濡らします。 

歯みがき剤をつけて 

歯をみがきます。 

コップで歯ブラシを 

すすぎます。 

最後に少量の水で 

１回うがいをします。 
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フッ化物の使い方 

 〇フッ化物入り歯みがき剤で歯みがきする 

 〇フッ化物洗口剤でうがいをする 

 〇歯科医院でフッ化物を歯に塗ってもらう（フッ化物塗布） 

 

出典：４学会合同のフッ化物配合歯磨剤の推奨される利用方法 

（日本口腔衛生学会・日本小児歯科学会・日本歯科保存学会・日本老年歯科学会） 

  

こどもむし歯 

大人むし歯 
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フッ化物入り歯みがき剤で歯をみがくことは、幼児から高齢者まで生涯を通じて家庭で利用できる

身近なフッ化物応用で、世界で最も利用人口が多い方法です。 

特に成人期から高齢期にかけて歯と歯の間や歯の根むし歯（※P94コラム参照）が増えてきています。 

年齢と実施場所に応じた適切なフッ化物利用を組み合わせて、生涯続けましょう。 

＊市場の歯みがき剤のフッ化物入り歯みがき剤の割合は92％を超えています（日本歯磨工業会歯磨出荷統計

2022より） 

※乳幼児のフッ化物入り歯みがき剤の使用はP91の表を参考にしてください 

 

フッ化物洗口は、幼稚園、保育所、こども園などの集団の場で、一定濃度のフッ化ナトリウム

溶液を使って、１分間ぶくぶくうがいを行うむし歯予防の方法です。 

集団の場でフッ化物洗口を行うことは、時間的・経済的な理由などの家庭状況に左右されない

ため、継続しやすいといわれています。幼稚園や保育所、こども園で実施するフッ化物洗口は、

健康格差の縮小につながることが知られています。 
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歯と歯ぐき（歯肉）の隙間（歯周ポケット）から侵入した細菌が、歯肉に炎症を引き起こした状態

（歯肉炎）、それに加えて歯を支える骨（歯槽骨）を溶かしてグラグラにさせてしまう状態（歯周炎）

を合わせて、歯周病といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

歯周病は初期の段階ではなかなか自分自身で気がつくような症状が出てきません。次のような症状

があったら、歯周病の可能性があります。歯科医療機関で検査を受けてみましょう。 

 

□ 朝起きたときに、口の中がネバネバする 

□ 歯みがきのときに出血する 

□ 硬いものがかみにくい 

□ 口臭が気になる 

□ 歯肉がときどき腫れる 

□ 歯肉が下がって、歯と歯の間にすきまができてきた 

□ 歯がグラグラする 

 

 

歯周病は適切な治療を受けると、良好な歯ぐき

の状態が得られます。しかし、治療終了後に定期

的な管理をしないと歯周病菌が増加して、歯周病

が再発することがあります。そこで定期的に歯科

医院を受診して、様々な項目のチェックや口の清

掃を受けることをメインテナンスといいます。 

メインテナンスは自分の歯を残すために重要な

役割を果たします。 

かかりつけ歯科医をもち、定期的にメインテナ

ンスを受けることが望ましいです。 

  

・中年期以降の人 

・喫煙者 

・妊娠中の人 

・糖尿病にかかっている人 

・歯みがきの仕方が悪い人 

参考：e-ヘルスネット（厚生労働省） 
https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/teeth 

参考：e-ヘルスネット（厚生労働省） 
https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/teeth 
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口の健康状態は、様々な全身状態と関連があります。 

悪性新生物や心疾患などの生活習慣

病に関係する好ましくない習慣は生活

習慣病のリスクファクター（危険因子）

と呼ばれます。むし歯や歯周病などは

歯みがきなどの影響を強く受けますが、

食生活や喫煙などの生活習慣の影響も

受けており、生活習慣病と多くのリス

クファクターを共有しています。むし

歯や歯周病を予防し、健康な口を保つ

ためには、口をきれいにするだけでは

なく、食生活の改善や禁煙なども重要

な要素であり、そのことは全身の健康

維持にもつながります。 

参考：e-ヘルスネット（厚生労働省） 
https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/teeth 

糖尿病の人は、そうでない人と比べ歯周病

にかかりやすい可能性が報告されています。

糖尿病と歯周病は相互に悪影響を及ぼし合っ

ていると考えられています。 

 

 

 

 

大人でもむし歯の発生は頻繁にみられます。 

80歳で20本の歯がある人の割合は、平成23（2011）年は47.6％でしたが、令和４（2022）年

には62.5％と増加したことにより、歯周病やむし歯になる人が増えています。 

加齢や歯周病で歯肉が下がって現れた歯の根元は、歯の上の部分に比べてむし歯に弱く、さらに歯

と歯ぐきの境目は汚れが停滞しやすいため、とてもむし歯になりやすいです。また、歯の根むし歯は

痛みがなく進行するため、気づいた時にはむし歯が大きくなり、歯が割れる原因にもなります。 

＊＊大人むし歯になりやすい部分＊＊ 

① 歯の溝や歯と歯の間・歯ぐきに接する部分 

② むし歯の治療した詰め物の裏側や詰め物と歯の間の隙間 

③ 歯周病により歯の根が露出した部分に発生するむし歯 

  （歯の根むし歯） 

  参考：一般社団法人 静岡県歯科医師会 

  「簡単！家族みんなで、フッ化物を利用したむし歯予防を始めませんか！」 
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 わずかなむせ
・ ・

・食べこぼし・しゃべりにくさ等の歯や口の機能の衰えは、 

「オーラルフレイル」といい、身体の衰え（フレイル）の早い時期にみられます。 

 

オーラルフレイルは、フレイル（虚弱）のサインです。 

1つでも当てはまる場合、口の機能が低下しているかもしれません。 
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